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研究課題名

氏名

1．研究実施期間

2．収支の状況
（単位：円）

交付決定額
交付を受け

た額
利息等収入

額
収入額合計 執行額 未執行額 既返還額

98,000,000 98,000,000 0 98,000,000 98,000,000 0 0
29,400,000 29,400,000 0 29,400,000 29,400,000 0 0

127,400,000 127,400,000 0 127,400,000 127,400,000 0 0

3．執行額内訳
（単位：円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 合計

物品費 100,000 31,411,101 7,721,619 30,251,164 69,483,884
旅費 0 3,314,123 989,287 4,186,497 8,489,907
謝金・人件費等 0 167,570 11,891,760 3,982,084 16,041,414
その他 0 970,955 1,995,943 1,017,897 3,984,795

100,000 35,863,749 22,598,609 39,437,642 98,000,000
30,000 10,261,080 7,926,179 11,182,741 29,400,000

130,000 46,124,829 30,524,788 50,620,383 127,400,000

4．主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性
能等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日

UltimaⅣ
STI0

1 15,225,000 15,225,000 2011/9/30

1 8,000,000 8,000,000 2012/3/19

BR-43FR・MR 1 823,200 823,200 2011/7/25

BR-43FL・MR 1 840,283 840,283 2011/9/29

NA-
11(250mlx6本
用)

1 562,275 562,275 2011/10/17

Elix Essential
UV 3

1 634,200 634,200 2013/2/1

米国ｻｰﾓﾌｨｯ
ｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨ
ﾌｨｯｸ社製

1 7,714,019 7,714,019 2013/9/10

九州大学

Dionexｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰｼｽﾃﾑ 九州大学

ﾀｲﾃｯｸ株式会社製　中型恒温
振とう培養機　ﾊﾞｲｵｼｪｰｶｰ

九州大学

ﾀｲﾃｯｸ株式会社製
中型恒温振とう培養機　ﾊﾞｲｵ
ｼｪｰｶｰおよびｽﾀｯｶﾌﾞﾙﾍﾞｰｽ

九州大学

笹木圭子
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九州大学・大学院工学研究院・教授
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費目

合計

米国ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ
社製　DXR Smart ﾗﾏﾝ

九州大学

直接経費

㈱ﾘｶﾞｸ製試料水平型多目的X
線回折装置

九州大学

直接経費計
間接経費計
合計

物品名 設置研究機関名

遠心機　SRX-201用ﾛｰﾀｰ 九州大学

純水製造装置
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墺国ｱﾝﾄﾝ ﾊﾟｰ
ﾙ社製

1 6,783,000 6,783,000 2013/7/26

日本ﾍﾞﾙ株式
会社製
BELSORP-

1 5,780,250 5,780,250 2013/8/26

東京理化器械
㈱

1 1,776,600 1,776,600 2013/10/3

KDF-P90G 1 690,795 690,795 2013/5/28

0

5．研究成果の概要

ﾏｲｸﾛ波試料前処理装置ｼｽﾃﾑ 九州大学

凍結乾燥機ｼｽﾃﾑ 九州大学

ﾏｯﾌﾙ炉

全自動多検体比表面積測定
装置

九州大学

九州大学

本研究では、いくつかのジオミメティクスに最低限のモディフィケーションを加えることにより、動的に振舞う難処理有害イ
オンや捕捉が難しい希少元素を濃縮する吸着体を合成および集積化し、それをできるだけ実際に用いられる系に近い条件に
て、対象イオンの吸着容量と選択性の既存吸着体に対する優位性を評価してきた。
生体鉱物からのLi+イオンシーブ合成については、生体鉱物が低結晶性であること、有機物を20％程度含んでいることから、

相変化に優位に働き、結果的に化学合成により同じ前駆体を経由したものと比較して、Li+イオン吸着量のより高いシーブ

(5100 mmol/kg at 25˚C, pH 8.5) を合成できることを示した。また、従来のLi+イオンシーブとはまったく形態が異なり、真菌の

菌糸をテンプレートとしたマイクロチューブ状をなしている。そのLi+イオン吸着容量はチャンピオンデータに近いものが得
られており、理論的な最大容量に比べるとさらに向上する余地があり、改良を加えれば、非常にユニークなシーブが得られ
る。モル比で43倍量のNa+イオンが共存していても、Li+イオンの吸着容量は損なわれず、5回の反復使用にも耐えることが確

認された。魚骨由来ハイドロキシアパタイト焼成物によるSr2+イオン吸着体合成では、焼成温度が結晶性に影響を与え、高結

晶性であるほど単位表面積あたりのSr2+イオン交換量は大きいことがわかった。また、魚骨中の不純物であるMg成分が多いほ

どSr2+イオン交換量は小さくなり、炭酸塩含有量が多いほど、焼成後にCaOを生成しやすく、イオン交換時のpHを上昇させ、

Sr2+イオン交換量の増大をもたらすことがわかった。イオン交換を原理とする吸着体であるが、動物骨材に由来するハイドロ
キシアパタイトは不純物を含み、表面には可溶性塩を生成し、水中ではイオン交換以外の反応でもターゲットを捕捉すること
が明らかであった。地下水中の放射性核種の捕捉剤として、粒度の大きな焼成骨剤を実用している例があり、イオン交換容量
は焼成温度の影響を受けることはバリア剤の寿命にかかわる知見といえる。国産地下資源のひとつであるドロマイトをMg源と

して、酸化マグネシウム、層状複水酸化物（LDH）を合成し、フッ化物イオンやホウ酸の吸着体とした。さらにホウ酸に対象
を絞り、ポリオール基を有する有機ピラー修飾層状複水酸化物を合成した。この材料を集積化するために、水熱法により
CO32-イオン置換型LDHを濾紙上に直接合成し、次にこれを濾紙上でCl-イオン置換型とし、これを経由して有機ポリオール酸
に置換するというプロセスで、有機ピラー修飾層状複水酸化物の集積化に成功した。この集積化材料が他の主要陰イオン共存
下でもホウ酸に高い選択性が維持されていることを示した。
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研究成果の概要 

（和文）：本研究では、いくつかのジオミメティクスに最低限のモディフィケーションを加えることに

より、動的に振舞う難処理有害イオンや捕捉が難しい希少元素を濃縮する吸着体を合成および

集積化し、それをできるだけ実際に用いられる系に近い条件にて、対象イオンの吸着容量と選択

性の既存吸着体に対する優位性を評価してきた。 

生体鉱物からの Li+イオンシーブ合成については、生体鉱物が低結晶性であること、有機物を

20％程度含んでいることから、相変化に優位に働き、結果的に化学合成により同じ前駆体を経由

したものと比較して、Li+イオン吸着量のより高いシーブ(5100 mmol/kg at 25˚C, pH 8.5) を合成でき

ることを示した。また、従来の Li+イオンシーブとはまったく形態が異なり、真菌の菌糸をテンプレー

トとしたマイクロチューブ状をなしている。その Li+イオン吸着容量はチャンピオンデータに近いも

のが得られており、理論的な最大容量に比べるとさらに向上する余地があり、改良を加えれば、

非常にユニークなシーブが得られる。モル比で43倍量のNa+イオンが共存していても、Li+イオンの

吸着容量は損なわれず、5 回の反復使用にも耐えることが確認された。魚骨由来ハイドロキシア

パタイト焼成物による Sr2+イオン吸着体合成では、焼成温度が結晶性に影響を与え、高結晶性で

あるほど単位表面積あたりの Sr2+イオン交換量は大きいことがわかった。また、魚骨中の不純物

である Mg 成分が多いほど Sr2+イオン交換量は小さくなり、炭酸塩含有量が多いほど、焼成後に

CaO を生成しやすく、イオン交換時の pH を上昇させ、Sr2+イオン交換量の増大をもたらすことがわ

かった。イオン交換を原理とする吸着体であるが、動物骨材に由来するハイドロキシアパタイトは
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不純物を含み、表面には可溶性塩を生成し、水中ではイオン交換以外の反応でもターゲットを捕

捉することが明らかであった。地下水中の放射性核種の捕捉剤として、粒度の大きな焼成骨剤を

実用している例があり、イオン交換容量は焼成温度の影響を受けることはバリア剤の寿命にかか

わる知見といえる。国産地下資源のひとつであるドロマイトを Mg 源として、酸化マグネシウム、層

状複水酸化物（LDH）を合成し、フッ化物イオンやホウ酸の吸着体とした。MgO 造粒体を用い、400

日間の長期カラム試験をおこない、ホウ酸に対する有効性を確認した。さらにホウ酸に対象を絞り、

ポリオール基を有する有機ピラー修飾層状複水酸化物を合成した。この材料を集積化するために、

水熱法により CO3
2+イオン置換型 LDH を濾紙上に直接合成し、次にこれを濾紙上で Cl-イオン置換

型とし、これを経由して有機ポリオール酸に置換するというプロセスで、有機ピラー修飾層状複水

酸化物の集積化に成功した。この集積化材料が他の主要陰イオン共存下でもホウ酸に高い選択

性が維持されていることを示した。 

 

（英文）：  In the present work, synthesis of several novel sorbents from geomimetics 

by minimum modification, fabrication, which are expected to use for removal of mobile 

contaminants and rare earth elements in practical cases.  They were evaluated to show 

advantages over conventional sorbents. In synthesis of Li+ ion sieve from biogenic Mn 

oxides, due to its poor crystallinity and organic matter contents of around 20%, phase 

transformation into Li+ ion sieve was facilitated resulting in great sorption capacity of 

Li+ (5100 mmol/kg at 25˚C, pH 8.5), which is comparable with the champion data.  

Morphologies were very unique and characterized as microtube-like because of 

bio-templated formation on the surface of the fungus.  Even in the presence of Na+ ions 

with 43 times of Li+ in molar concentrations and after five times of reuse, the sorption 

capacity of Li+ for the synthetized sieve was maintained.  In hydroxyapatite derived 

from fish bones, calcination temperatures affected sorption density of Sr2+.  Higher 

calcination temperatures of fish bones increased sorption density of Sr2+ per specific 

surface area.  Greater Mg contents as impurities lead smaller sorption density of 

Sr2+because of formation of -TCP after calcination, and larger CO3
2- contents lead 

larger sorption density of Sr2+ due to the formation of CaO which bring out increase in 

pH.   Effect of impurities in natural bones on sorption capacities is practically useful 

to expect the longevity of barriers. MgO agglomerates were applied to long term 

column tests to immobilized borate for 400 days.  Layered double hydroxides were 

successfully synthesized using dolomite as Mg sources, and modified by polyol pillars 

to add specific affinity with borate.  Further, its fabrication was directly achieved on 

cotton paper filters by hydrothermal treatment.  The final fabricated products were 

evaluated to be comparable sorption capacity with commercial avirable resin even in the 

presence of co-existing major anions. 
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1． 執行金額      １２７，４００，０００ 円 

    （うち、直接経費    ９８，０００，０００円  間接経費  ２９，４００，０００ 円） 

 

2． 研究実施期間   平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日 

 

3． 研究目的 

本研究は、生体鉱物を含む地球化学物質および無機系産業廃棄物などの模倣的地化学

物質（ジオミメティクス）と、水圏希少化学種(汚染物質あるいは希少価値元素)との間の反応機

構を原子レベルで理解することにより、新規の収着材料の素材化、さらに素材のシステム化を

実現し、安全なジオミメティクスから環境汚染物質の不動化や希少金属の回収に資するグリー

ンイノベーションをめざす。 

(1) マンガン酸化微生物による生体鉱物は、ナノレベルで制御された特異的な結晶構造や

形状をなし、多孔質のうえ反応性に富み、自然界では多くの金属イオン、希土類元素の収着、

環境中の無機および有機物質の酸化に寄与する高効率反応場となっている。これを材料とみ

なし改変することにより、反復使用に耐えるリチウムイオンシーブを合成することができる。Li は

Li イオン電池材料として環境・エネルギー問題の最重要元素のひとつであるが、地熱水には

海水の 50 倍以上の Li 濃度が含まれ、効率的な回収が望まれる。 

(2) ハイドロキシアパタイトは、骨成分の約 6 割を占め、生体親和性と並び陰陽両イオン交

換反応性を特徴とする。廃魚骨を焼成し有機物を揮発させるとともに HAP としての結晶性を制

御し、放射性核種をターゲットとした地中バリア材として素材化を検討する。 

(3) またブルサイトの焼成物であるマグネシアは、強塩基性物質で水との反応性が高く、とく

に環境中で除去が困難なホウ素･フッ素の不動化にも、他の地化学物質に比べて圧倒的に高

い容量を示す。反応後の残渣は再びブルサイトが主成分となり、再生利用の可能性を持つ。

ホウ素･フッ素は半導体産業をはじめとした先端産業が主な排出源となっており、環境対策技

術がこれを支える必要がある。 

以上のようなジオミメティクスと水圏希少化学種との反応性をナノ領域で理解し、反応機構、

支配的素反応の速度論、安全性の確認、長期連続試験、ﾃﾞｰﾀ集積、数値シミュレーションを

おこなう。ジオミメティクスをナノ領域で観察することによって、マクロ領域あるいはミクロ領域で

は識別できない物性の差にもとづき、環境材料の効率的素材化に寄与する。未利用国内資

源となっているジオミメティクスの循環的活用とともに資源エネルギー確保戦略を推進する。 

 

4． 研究計画・方法 

マグネシウム系地化学材料、ﾊｲﾄﾞﾛｷｼﾙｱﾊﾟﾀｲﾄ、各種ﾏﾝｶﾞﾝ酸化物を廃棄物や微生物反応や

単純な焼成処理により、ナノ特性の異なる目的素材を合成し、キャラクタリゼーションをおこなう。つ
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ぎに、体系的に回分試験を重ねて、不動化反応機構を推定しながら、合成条件を最適化する。そ

れと同時に廃棄物とのマッチング対応を考え、その安全性試験、キャラクタリゼーションをおこない、

素材化までおこなう。最終段階には、素材化した廃棄物を用いて半年から 1 年間の長期連続試験

をおこない、全水質モニタリングデータを集積する。最終年度には、長期試験固体残渣のキャラク

タリゼーション、とくにﾀｰｹﾞｯﾄ物質の分布と配位化学を含めた化学形態を放射光分析や X 線解析

学により明らかにする。これらをもとに反応機構を見直し、数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを試みる。必要に応じ、

追加回分試験もおこない、定数をみなおしながら、数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにフィードバックしながら信頼性

の高い長期予測により環境材料としての評価をおこなう。 

 

5． 研究成果・波及効果 

マンガン酸化菌が合成する生体鉱物バーネサイトのキャラクタリゼーションを、レアメタルと

の相互作用を通して検討した。Co2+の酸化機構は、層内ではなく、層間にある Mn(III)が酸化

剤となることを EXAFS 解析により明らかにし、層間 Mn(III)の数が生体鉱物の反応性を支配す

ることを明らかにした(Chemical Geology, IF 4.063)。Zn2+の吸着は 3 座配位表面錯体を形成す

ること、バーネサイトの積層性を阻害し、バーネサイトのナノシートを形成することがわかった

(Geomicrobiology Journal, IF 1.983)。いずれも吸着体の原子レベルでのキャラクタリゼーショ

ンが固液界面における反応性を説明する根拠となった。 

またこの生体鉱物バーネサイトから合成したリチウムイオンシーブの合成条件の最適化をお

こなった。最適化されたシーブによるリチウムイオンの吸着等温線は Langmuir 型に追従し、そ

の最大吸着容量は 4250mmol/kg と得られ、強酸性高温条件で化学合成したバーネサイトを出

発物質としたシーブと比較して高いことが明らかとなった。これは、生体鉱物がもつ低結晶性、

有機物を約 20%含むことから焼成による相変化に要するｴﾈﾙｷﾞｰが小さくてすむことに起因し

ている。また、リチウムイオン交換容量は、生成物の比表面積や細孔分布に依存するのではな

く、焼成によってできる立方晶系 Li4Mn5O12 の割合に一義的に依存していることを、リートベル

ト解析によって明らかにした。このようにジオミメティクスである生体鉱物は環境材料に改変す

るときに優位性があることが示され、本研究課題の大きな目的のひとつが達成された

(Microporous Mesoporous Materials, IF 3.254）。 

生体マンガン酸化物を出発物質として Li+イオンシーブを合成する方法として、焼成

法の代わりに、より低温で行えるマイクロ波合成反応を検討した。160℃にて合成反応

をおこない、Li/Mn モル比を変動させることにより、3-30 nm の均一なナノ粒子の Li+

イオンシーブをより低温で、より短時間に合成できた。とくに、数 nm の粒子では、酸

洗浄、Li+イオン吸着によって格子定数の変動が小さく、化学的に安定であったが、イ

オン交換容量は焼成法の 1/2 程度にとどまり、低濃度の Li+回収向きといえる(投稿準備

中)。 

生体鉱物である魚骨材を焼成することにより主成分であるハイドロキシアパタイトの純度と結
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晶性を向上させ、Sr2+イオン交換最大量を検討した。Sr2+イオン交換最大量は焼成温度を上げ

るほど、すなわち格子歪が小さいほど、大きくなる傾向を見出した(Materials Transactions, IF 

0.874)。リン酸を放出するバクテリア Serratia sp.により細胞外合成されたハイドロキシアパタイト

による Sr2+ および Co2+イオン交換は、有機物含有量および Ca/P 比に大きく影響を受けること

を明らかにした(Environmental Science and Technology, IF 5.403)。 

また魚骨中の微量元素のうちとくに Mg の含有量が多いほど、焼成副産物として

-tricalcium phosphates (-TCP)ができやすく、この結晶層がイオン交換に寄与しないため、イ

オン交換体であるハイドロキシアパタイトの含有量が減り、イオン交換体としての性能は低下し

ていった。また一部骨材の中に含まれる CaCO3 は焼成によって CaO となり、水溶液中では強

いアルカリ化剤として働き、陰イオン交換体として、用いる場合は負の影響をもたらした

（Ceramics International, IF 1.789）。 

MgO による F 収着と焼成の繰り返し試験を 5 回おこない、F 収着密度の変化を調べ

た。F 収着密度は焼成体の比表面積に依存せず、塩基度（CO2を酸性ガスプローブとし

て測定した CO2-TPD）と正の相関が認められた(J. Hazardous Materials, IF 4.588)。H3BO3

の場合も、同様であるが、高濃度では Mg(OH)2 の一部がホウ酸イオンまたはその多量

体に置換した Mg7(OH)7(B(OH)4)[B3O6(OH)3] (≡Mg7B4O13 ·7H2O)の析出をともなう

(Ceramics International, IF 1.789)。再生試験では、焼成条件が同一であったとしても、反

復焼成によって比表面積や塩基度が変動するのは、焼成前の乾燥状態が影響を与えてい

ると考えられる。焼成温度を 900℃以上にすると、Mg が揮発しはじめ、反復焼成によ

り、収着剤の目減りが目立つようになった。塩基度を損なわない程度で、かつ Mg の揮

発を回避できる温度帯で焼成すること、焼成前の乾燥を確実に行うことが化学再生性に

大きな影響を与えている(Separation and Purification Technology, IF 3.048)。MgO と H3BO3

の反応機構は表面錯形成促進型溶解をともなった崩壊的収着であることを明らかにし

た(Materials Transactions, IF 0.874)。この F-との反応には見られない錯形成促進型溶解の機

構が Mg とホウ酸の親和性を示唆し、単なる水和共沈とは区別されるものであり、この性質を機

軸として Mg 系吸着体の材料設計をおこなうことができる。 

 MgO 造粒体を充填したカラム連続試験によるホウ酸の不動化では、補助剤として木

材チップを添加すると空隙堆積が増大し、滞留時間が長くなることにほかに、Mg2+が有

機錯体を経由すると考えられ、バルキーな Mg(OH)2が MgO の表面を被覆しにくく、捕

捉剤の寿命が延びることがわかった(J. Hazardous Materials, IF 4.588)。また補助剤として

ホウ素特異性樹脂（CRB05）を添加すると、主に 3 配位型 B は MgO により、4 配位型

B はホウ素特異性樹脂により捕捉され、ホウ素特異性樹脂では、最初はモノデンテート型

として不動化し、濃度が高くなるとビスキレート型になっていく（Desalination, IF 2.590）。 

アナロジーとして、マグネサイトよりも入手しやすい国産資源である dolomite（CaMg(CO3)2）

をフッ化物イオンおよびホウ酸の収着剤を得るための原料として扱った。焼成条件をコント

ロールすることにより、Mg 側のみを脱炭酸し、Ca 側を炭酸塩のままとしたものが、フ
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ッ化物イオンおよびホウ酸イオンともに収着容量を最大化する収着体を得ることがわ

かり、その機構をそれぞれ明らかにした（フッ素：Colloids and Surfaces A: Physicochemical 

Aspects (IF 2.130)；ホウ素：Microporous Mesoporous Materials（IF 3.254））。 

 Mg 源を国産資源である dolomite として、焼成によって MgO を合成し、これと Al(OH)3 を焼

成し、複合酸化物を経由して、共沈法により LDH を合成した。これをフッ化物ｵｲﾝおよびホウ

素吸着体としたとき、焼成温度の影響を検討した（Chemosphere, IF 3.137）。収着残渣の
11B-NMR および XRD より、このときのホウ素収着機構は、複合酸化物の崩壊的収着とインタ

ーカレーションによると考えられる(Chemical Engineering Journal, IF 3.790)。 

さらに、ポリオール基を有する陰イオン（グルコン酸）柱状挿入型層状複水酸化物（galleried 

Glu-LDH）の合成をおこない、グルコン酸の挿入比の検討、最大ホウ素収着量の検討、共存

陰イオンの影響を検討した。グルコン酸の挿入比を最適化すれば、galleried Glu-LDH は市販

のホウ素特異性樹脂がもつ最大ホウ素収着量に匹敵する値を示した。また、ホウ酸はグルコン

酸とのビスキレート型およびモノデンテート型の錯形成により不動化されていることが 11B-NMR

より明らかであった。この材料についても 4 回の反復使用によるホウ素収着量および吸着剤の

化学安定性、および他の陰イオン共存下における選択性が確認できた Applied Clay Science, 

IF 3.925)。  
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Vol.349(2), pp.594–601, Jul.2010 

 
Production of Solid Biofuel from Agricultural Wastes of the Palm Oil Industry by 
Hydrothermal Treatment, Ahmad T. YULIANSYAH, Tsuyoshi HIRAJIMA, Satoshi 
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Application to Hydrogen-Rich Gas Generation, Anggoro Tri MURSTO, Tsuyoshi 
HIRAJIAM, Keiko SASAKI, Energy Conversion and Management, Vol.52, Issue 1, 
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Synthesis of Magnesia as a Reusable Sorbent for Fluoride, Naoyuki FUKUMOTO, 
Keiko SASAKI, Sayo MORIYAMA, Tsuyoshi HIRAJIMA, Journal of Novel Carbon 
Resource Sciences, Vol.4, pp.32-35, Sep.2011 
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Sorption of Fluoride on Partially Calcined Dolomite, Keiko SASAKI, Mari 
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pp.56-62, Oct. 2013 
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2012.11.1-11.3, The 9th International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences
 
Plasma-Treated Activated Carbon for Enhancing Phenol Removal With Ozone in 
Three-Phase Fuidized-Bed Reactor, Pilasinee LIMSUWAN, Satoshi KUMAGAI, 
Wiwut TANTHAPANICHAKOON, Keiko SASAKI, Tsuyoshi HIRAJIMA, Fukuoka, 
2012.11.1-11.3, The 9th International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences

 
Selective Removal of Tennantite from Copper Concentrates, Tsuyoshi HIRAJIMA, 
Himawan Tri Bayu Murti PETRUS, Keiko SASAKI, Hideyuki OKAMOTO, Penang, 
Malaysia, 2013.1.21-1.23, The 5th AUN/SEED-Net Regional Conference on Materials 
Engineering & The 5th Regional Conference on Natural Resources and Materials 

 
Sustainable Recovery of Cenospheres from Coal Fly Ash Using Dry Separation 
Processes, Himawan Tri Bayu Murti PETRUS, Tsuyoshi HIRAJIMA, Yuji OOSAKO, 
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Moriyashu NONAKA, Keiko SASAKI, Takashi ANDO, Penang, Malaysia, 
2013.1.21-1.23, The 5th AUN/SEED-Net Regional Conference on Materials 
Engineering & The 5th Regional Conference on Natural Resources and Materials 

 
ドロマイトを原料としたマイクロウェーブ処理によるホウ素収着剤としての層状複水
酸化物の合成, 吉田真理, キュ シホン, 笹木圭子, 平島剛, 津田沼, 
2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会 

 
硫化鉱物浮選に関する研究, 森優典, 平島剛, 笹木圭子, 市川修, 澤田満, 津田
沼, 2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会 

 
高水分褐炭の改質に伴う性状変化, 野中壯泰, 平島剛, 笹木圭子, 津田沼, 
2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会 

 
好酸性鉄還元細菌を利用した Cr(Ⅵ)のバイオレメディエーションに関する基礎的研
究, 正木悠聖, 沖部奈緒子, 笹木圭子, 平島剛, 津田沼, 2013.3.28-3.30, 資源・素
材学会春季大会 

 
好熱性古細菌を利用した As(III) の不動化, 沖部奈緒子, 古賀雅晴, 笹木圭子, 平
島剛, 平郡伸一, 浅野聡, 津田沼, 2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会 

 
ココナッツシェルの水熱処理により生成したフルフラールの炭化物による分離, 辻久
也, 熊谷聡, 笹木圭子, 平島剛, 津田沼, 2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会

 
魚骨の焼成から得られた水酸アパタイトのストロンチウム収着特性, 後藤知代, 笹
木圭子, 津田沼, 2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会 

 
Application of Plasma Treated Activated Carbon to Enhancement of Phenol Removal 
by Ozonation in Three-Phase Fluidized Bed Reactor, Pilasinee LIMSUWAN, Satoshi 
KUMAGAI, Moriyasu NONAKA, Keiko SASAKI, Wiwut 
TANTHAPANICHAKOON, Tsuyoshi HIRAJIMA, Kota Kinabalu, Malaysia, 
2013.3.8-3.9, 2013 3rd International Conference of Key Engineering Materials 
(ICKEM 2013) 

 
マグネシウム塩を用いた共沈法におけるホウ素除去機構の解明, 井澤彩, 原口大
輔, 所千晴, 笹木圭子, 津田沼, 2013.3.28-3.30, 資源・素材学会春季大会 

 
ドロマイトを Mg 源とした層状複水酸化物生成型ホウ素収着剤の合成, 吉田真理，
Xinhong Qiu，笹木圭子，平島剛, 熊本, 2013.5.31, 資源・素材学会九州支部 平成
25 年度総会・春季例会 

 
好熱好酸性鉄硫黄酸化古細菌 Acidianus brierleyi によるヒ素（As）酸化に関する研
究, 森下志織，沖部奈緒子，笹木圭子，平島剛, 熊本, 2013.5.31, 資源・素材学会
九州支部 平成 25 年度総会・春季例会 

 
生物合成バーネサイトに対する Cs+イオンの収着特性についての構造解析による検
討, 桃木大地，余茜倩，平島剛，笹木圭子, 熊本, 2013.5.31, 資源・素材学会九州
支部 平成 25 年度総会・春季例会 

 
Acidocella sp. PFBC 株を利用した V (V) のバイオリカバリーに関する研究, 牧昌
史, 沖部奈緒子, 笹木圭子, 平島剛, 札幌, 2013.9.3-9.5, 平成 25 年度資源・素材
関係学協会合同秋季大会 

 
LDH を利用したホウ素除去フィルター紙の調製, QIU Xinhong, 笹木圭子, 平島剛, 
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札幌, 2013.9.3-9.5, 平成 25 年度資源・素材関係学協会合同秋季大会 
 

好酸性鉄還元細菌による Cr(VI)還元に関する基礎的研究, 正木悠聖, 沖部奈緒
子, 笹木圭子, 平島剛, 札幌, 2013.9.3-9.5, 平成 25 年度資源・素材関係学協会合
同秋季大会 

 
好酸性鉄還元細菌を用いた Cr (VI)還元に関する研究, 正木悠聖, 沖部奈緒子, 笹
木圭子, 平島剛, 札幌, 2013.9.3-9.5, 平成 25 年度資源・素材関係学協会合同秋季
大会 

 
(invited) Modification of Mg-bearing Geomimetics into Borate Sorbents, Keiko 
SASAKI, Rennes, France, 2013.10.27-10.31, The International Symposium on 
Inorganic and Environmental Materials 2013 (ISIEM 2013) 

 
Sorption of Borate by Layer Double Hydroxide Immobilized in Filter Paper, Xinhong 
Qiu, Keiko SASAKI, Tsuyoshi HIRAJIMA, Rennes, France, 2013.10.27-10.31, The 
International Symposium on Inorganic and Environmental Materials 2013 (ISIEM 
2013) 

 
Synthesis of Biogenic Mn Oxide and Its Application as Lithium Ion Sieve, Qianqain 
YU，Emiko MORIOKA，Tsuyoshi HIRAJIMA, Keiko SASAKI, Antofagasta, Chile, 
2013.10.8-10.11, The 20th International Biohydrometallurgy Symposium (IBS 2013) 

 
ヒ素含有銅鉱物のバイオハイドロメタラジーにおける極限環境微生物の活用
（招待講演）笹木圭子, 日本微生物生態学会, 2013.11. 
 
Fundamental Study on Cr(VI) Reduction by Acidophilic Fe(III)-reducing Bacterium, 
Yusei MASAKI, Keiko SASAKI, Tsuyoshi HIRAJIMA, Naoko OKIBE, Fukuoka, 
2013.12.3-12.4, International Symposium on Earth Science and Technology 2013 
(CINEST) 

 
Biorecovery of Vanadium (V) Using Fe(III)-reducing, Acidophilic Bacterium, 
Acidocella aromatica Strain PFBC., Masashi MAKI, Keiko SASAKI, Tsuyoshi 
HIRAJIMA, Naoko OKIBE, Fukuoka, 2013.12.3-12.4, International Symposium on 
Earth Science and Technology 2013 (CINEST) 

 
Application of Li+ Ion Sieve Derived from Biogenic Birnessite to Simulated 
Geothermal Waters: Selectivity of Li+ and Chemical Stability, Taichi MOMOKI, 
Emiko MORIOKA, Qianqain YU, Keiko SASAKI, Tuyoshi HIRAJIMA, Fukuoka, 
2013.12.3-12.4, International Symposium on Earth Science and Technology 2013 
(CINEST) 

 
Synthesis of Layered Double Hydroxides Derived from Dolomite Using Microwaving 
Assisted Hydrothermal Treatment, Mari YOSHIDA, Xinhong QIU, Tsuyoshi 
HIRAJIMA, Keiko SASAKI, Fukuoka, 2013.12.3-12.4, International Symposium on 
Earth Science and Technology 2013 (CINEST) 

 
Synthesis of Tri-metallic Layered Double Hydroxides for Immobilization of Arsenate, 
Yu TAKAKI, Xinhong QIU, Tsuyoshi HIRAJIMA, Keiko SASAKI, Fukuoka, 
2013.12.3-12.4, International Symposium on Earth Science and Technology 2013 
(CINEST) 

 
Synthesis of Layered Double Hydroxides Derived from Dolomite Using Microwaving 
Assisted Hydrothermal Treatment for removal of Arsenate, Mari YOSHIDA, Xinhong 
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QIU, Tsuyoshi HIRAJIMA, Keiko SASAKI, Dubai, UAE, 2014.3.17-3.18, 
International Conference on Biological, Civil and Environmental Engineering 
(BCEE-2014) 

 
Biooxidation of Refractory Gold Ore Concentrates using Moderately Thermophilic, 
Acidophilic Bacteria, Masahito TANAKA, Mitsuru SAWADA, Keiko SASAKI, 
Tsuyoshi HIRAJIMA, Naoko OKIBE, Dubai, UAE, 2014.3.17-3.18, International 
Conference on Biological, Civil and Environmental Engineering (BCEE-2014) 

 
石灰系資源を Ca 源とするハイドロキシアパタイトの生成を利用したホウ酸の不動
化, 利行謙汰, 後藤知代, 平島剛, 笹木圭子, 東京, 2014.3.26-3.28, 資源・素材学
会平成 26 年度春季大会 

 
マイクロ波水熱処理法により合成した 2 金属系及び 3 金属系層状複水酸化物によ
るヒ酸の収着挙動, 高木悠, 邱心泓, 平島剛, 笹木圭子, 東京, 2014.3.26-3.28, 資
源・素材学会平成 26 年度春季大会 

 
中度好熱・好酸性細菌を利用した難処理金鉱石のバイオオキシデーション, 田中雅
仁，澤田満，笹木圭子, 平島剛, 沖部奈緒子, 東京, 2014.3.26-3.28, 資源・素材学
会平成 26 年度春季大会 

 
硫酸酸性溶液中における含砒素銅鉱物浸出の電位依存性, 三木一, 井口明信, 平
島剛, 笹木圭子, 澤田満, 東京, 2014.3.26-3.28, 資源・素材学会平成 26 年度春季
大会 

 
別府血の池地獄における微生物群集構造解析及び資源工学への応用へ向けた有
用微生物の探索, 正木悠聖，平野伸一，平島剛, 笹木圭子, 沖部奈緒子, 東京, 
2014.3.26-3.28, 資源・素材学会平成 26 年度春季大会 

 
(invited) Synthesis of Biogenic Mn Oxide and Its Engineering Application to Li Ion 
Sieve, Keiko SASAKI, Qianqian Yu, Dallas, Texas, USA, 2014.3.16-20, 247th 
American Chemical Society(ACS) National Meeting and Exposition 
 
一般向け 計 8 件 
 
地下水を浄化する微生物, 笹木圭子, 福岡県立田川高等学校, 2011, 8. 

 
銅資源の回収～微生物による金属資源開発～, 笹木圭子, 熊本県立第二高等学
校（SSH).2011.10. 
 
フィンランドの鉱区活用および休廃止鉱区環境対策, 笹木圭子、所 千晴, J. MMIJ, 
Vol. 127, pp. 724-728, Dec. 2011. 

 
ジオミメティクスによる環境材料の創成（最先端・次世代研究開発支援プログラム）,
笹木圭子, JNCRS Newsletter, Vol. 6, pp.9-11, Dec. 2011 

 
Creation of Eco-Materials from Geomimetics (NEXT Program), Keiko SASAKI, 
JNCRS Newsletter (English), Vol. 6, pp. 9-11, Dec. 2011 

 
微生物と鉱物の不思議な関係, 笹木圭子, 九州大学 100 年まつり.2012.5. 
 
Mg 系ジオミメティクスのホウ素収着剤への活用（招待講演）, 笹木圭子, 広島大学 
サステイナブル科学セミナー, Dec. 2012 
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プロフェッショナルを招いて～イノベーションの創出とは～, 笹木圭子, 岡山
県立倉敷天城高等学校（SSH), 2014.8. 

図 書 

 

計 4 件 

ジオミメティクスによる環境材料への活用 (依頼原稿) 
笹木圭子, 未来材料 Vol.12, No. 11, pp.45-49, 2012. 

 

Synthesis of Bio-templated Li Ion Sieve Derived from Fungally Formed Birnessite 
(invited) 

Qianqain Yu, Keiko SASAKI 
Symposium series, American Chemical Society 2014 (in press) 

 
Spectroscopic Study on Bioleaching of Enargite Using Thermophile (invited) 

Keiko SASAKI 
“Microbiology for Minerals, Metals, Materials and Environment”  
edited by Abhilash, B. D. Pandey, K. A. Natarajan, (in press) 
CRC Press/Taylor and Francis (ISBN-978-1-4822-5729-8, Cat. No.K24089) 
 

バイオテンプレートによるリチウムイオンシーブの合成(依頼原稿) 

   笹木圭子 

無機マテリアル学会(印刷中) 

産業財産権 

出 願 ・ 取 得

状況 

 

計 3 件 

（取得済み） 計 1 件 

高砒素含銅物からの砒素鉱物の分離方法  

平島剛、笹木圭子、岡本秀征、田中善之 

日本、特願 2010-22906 

 

（出願中） 計 2 件 

高砒素含銅物からの砒素鉱物の分離方法 

岡本秀征、田中善之、平島剛、笹木圭子 

国際出願番号 PCT/JP JP2011/052251（2011 年 2 月） 

 

好熱性鉄酸化細菌を用いた砒素の酸化方法 

笹木圭子、浅野聡、平郡伸一 

日本、特願 2011-032398 (2011 年 3 月) 

 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 

 

http://process.mine.kyushu-u.ac.jp/index.html 

国民との科

学 ･ 技 術 対

話の実施状

況 

・九州大学の WEB サイトの中に、特色ある研究の取り組みとして、本プログラムの

内容を公開し、研究目的・研究内容の情報発信を行った。 

・本学工学研究院でも、研究内容に関する DVD (日本語と英語) を製作し、情報発

信を行った。 

・グローバル COE の機関誌であるニュースレターJNCRS に、和文と英文で本プ
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ログラムの概要紹介記事を公開した。この機関誌は全国の主な大学に配布さ

れている。福岡県および熊本県の高等学校にて、出前講義の一環として、高

校生に理解できるようにこのプログラムの概要を紹介した（2011 年 7 月 28

日および 2011 年 10 月 29 日）。 

・九州大学高等研究院若手研究者セミナーにて公開講演会を実施 

ジオミメティクスによる環境材料の創成、2013.1.21、九州大学筑紫キャン

パス、研究者および一般参加者、25 名 

・九州大学 100 年まつりにて研究紹介を実施 

地球環境における鉱物と微生物の不思議な関係、2012.5.13、九州大学伊都

キャンパス、一般参加者 20 名 

新 聞 ･ 一 般

雑誌等掲載 

計 2 件 

・Happy Technology（ANESTA、高校生向け雑誌、12 万部発行）にて研究紹介

2012 年 7 月 1 日掲載 

・九州大学工学部 私の夢が世界を変える（女子高校生向け冊子、九州大学工

学部発行）にて研究紹介、2012 年 8 月 1 日掲載 

その他  

 

 

7． その他特記事項 

 

 


